
九州⼯業⼤学の近況（2019.6 について 
 

（１） 令和元年度 9 ⽉ 学位記授与式 を挙⾏      （p-1） 
・9.20 ＠  

・42 名（⼤学院博⼠前期課程 21 名、⼤学院博⼠後期課程 21 名。うち 33 名は留学⽣）の学位授与 

（２） 110 周年記念フォーラム『九州から発信する新時代の産学連携』を開催  （p-5） 
・8.23＠⼤⼿町サンケイプラザ（東京） 

・来賓として を迎え、260 名を超える参加者 

（３） 飯塚市のふるさと納税応援メニューに「九⼯⼤ 応援寄附⾦」   （p-9） 
・10.1 から飯塚市のふるさと納税（ふるさと“いいづか”応援メニュー）に「九州⼯業⼤学情報⼯学部応援

寄附⾦」の項⽬が追加。 

（４） 学⽣プロジェクトチーム『衛星開発プロジェクト』によるクラウドファンディング （p-11） 
・8.23-11.21 の募集期間で 『九⼯⼤から宇宙へ!超⼩型⼈⼯衛星「ふたば」!!』（⽬標額 100 万円） 

・学部⽣が主体となって、2021 年度打上げを⽬指す。 

・九⼯⼤クラウドファンディング第⼀弾「学⽣フォーミュラチーム KIT-formula」は 1,043,000 円を集め⽬

標⾦額を達成（⽬標額 50 万円に対し 209％） 

（５） 無⼈店舗「con-tech（コンテク）」が 24 時間営業を開始    （p-13） 
・2019 年 4 ⽉から実証事業を⾏っている無⼈店舗が、9 ⽉下旬より 24 時間営業を開始 

・「con-tech（コンテク）」の名称は、学内公募により決定 

・30 件近くの施設⾒学、お問い合わせの実績（4 ⽉以降） 

（６） ⼥⼦学⽣のための職場⾒学バスツアーを開催     （p-14） 
・9.10＠(株)新菱、(株)タカギを訪問 

・⼯学部の⼥⼦学⽣ 8 名が参加、企業の⼥性職員との交流や、⼯場⾒学などを⾏った 

（７） イノベーション・ジャパン 2019 -⼤学⾒本市 & ビジネスマッチング- に出展 （p-15） 
・8.29-30＠東京ビッグサイト 

・⼤学等シーズ展⽰では 7 名の教員（研究者）が研究成果の説明およびショートプレゼンを実施。 

（８）第 7 回アフリカ開発会議(TICAD7)の公式サイドイベントに参加   （p-16） 
・8.27-30＠パシフィコ横浜 

・JAXA との共催で「超⼩型⼈⼯衛星開発・⼈材育成プログラム」のブース展⽰ 

・アフリカ各国と今後の連携について協議。ガーナ環境科学⼤⾂は TICAD7 に先⽴ち九⼯⼤を訪問。 

（９）真崎⼩学校教職員研修会において、『ロボットプログラミング体験』を実施  （p-17） 
・8.29＠飯塚キャンパス 

・川崎町⽴真崎⼩学校からの依頼で、⼩学校教諭（13 名）向けプログラミング体験授業を実施  
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（10） 飯塚市 ICT 活⽤教育研修会が開催（主催：飯塚市教育委員会）   （p-18） 
・8.23＠飯塚キャンパス 

・飯塚市の⼩・中学校教員を対象とした研修会。本学教員による ICT を活⽤した学習についての講義、演

習を実施。 

（11） 夏期学童保育を実施        （p-19） 
・8.1-23 7.29-8.2＠飯塚キャンパス 

・本学教職員の児童を対象。九⼯⼤ならではのプログラミング教室などを実施。 

（12） e ポートフォリオによる学修成果の可視化コンソーシアムキックオフフォーラムを開催 （p-20） 
・8.21  

・

互連携を推進・⽀援することを⽬的にコンソーシアムを設⽴ 

・コンソーシアムにおける議論や協働を通じて、e ポートフォリオの⼿法や技術を発展させ、学⽣⾃⾝に

よる学びの振り返りを基盤とした学修成果の可視化によって、学修の質の向上を図る。 

（13） 『RoboCup Japan Open 2019』で Hibikino-Musashi@Home が 2 冠  （p-21） 
・8.15-18  

・＠ホームリーグの 2 つの実機リーグで W 優勝 

・7 ⽉にシドニーで⾏われた世界⼤会『RoboCup2019』では 3 位となり、惜しくも 3 連覇ならず。 

（14） 学⽣プロジェクト「千⿃屋本家賞」授与式を挙⾏     （p-22） 
・8.7  

・2018 「衛星開発プロジェクト」に千⿃屋本家賞の授与 

（15） オープンキャンパスを開催       （p-23） 
・8.2-3 ⇒2 ⽇間で 3,645 名の参加。 

・7.13-14＠飯塚キャンパス⇒2 ⽇間で 2,282 名の参加 

（16） RKB と包括連携協定を締結       （p-25） 
・7.29＠北九州市役所 

・RKB 毎⽇放送と九州⼯業⼤学、北九州市⽴⼤学、九州国際⼤学の各⼤学とそれぞれ締結。地域の活性化、

地域貢献、⼈材育成への寄与を⽬的とした連携。 

（17） 本学教員がフランク J・マリーナ宇宙航⾏学賞を受賞    （p-26） 
・国際宇宙航⾏連盟（IAF）による「宇宙科学の研究を促進するために、利⽤可能な資源を最⼤限に活⽤す

ることにおいて卓越性を実証した教育者に毎年送られる賞」で、本学⼤学院⼯学研究院 宇宙システム⼯

学研究系 趙孟佑 教授 された 

（18） BIRDS-3 サテライト プロジェクト・ISS からの衛星放出に成功   （p-27） 
・6.17 に⽇本、ネパール、スリランカと共同で開発した 3 機の衛星が国際宇宙ステーションからの放出に

成功。ネパール、スリランカは国として初の⼈⼯衛星。 
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TEL 0948-22-5500 1437 E-m ail furusato@ city.iizuka.lg.jp
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